
がん遺伝子治療をご存知ですか？

点滴・予防クリニック 092-292-6639(要予約)

新しい第4のがん治療・遺伝子治療が世界各国で始まっています。
がんのメカニズムに基づいたがんの根本治療であり、がん遺伝子治療は日本でも受けることができます。

がん検査(税込み)

マイクアレイ血液検査 120,000円
CTC(血中循環腫瘍細胞)検査 135,000円
プロテオ検査 100,000円

諦めないで、がん治療！！
～遺伝子治療は体への負担が少なく優しい～

がん遺伝子治療は、末期がんの進行度(グレード)のため、従来の治療が
不可な患者様でも治療することができ、さらに効果が期待できる治療です。
がんの予防点滴として、当院では年に2回から3回程度を推奨しています。
点滴の時間は、1日1回、30－40分程度で終了します。副作用があっても、

微熱・悪寒(1－2日以内で改善)になります。がん検査を受けてからの点滴を
お勧めしていますが、検査なしでの治療も可能です。

標準治療との併用(コンビネーション)による治療ができる！
当院では予防としてのがん遺伝子治療ですが、このがん遺伝子治療は、

実際にがんになった患者さんでも治療が行われています。
現在行われている抗がん剤や放射線治療の標準治療と、がん遺伝子治療を

併用することで、放射線治療の効果を高めたり、抗がん剤耐性のがん細胞の
発生を防ぐなどの相互作用により高い効果を得ることが知られています。

治療希望または
セカンドオピニオン

治療プランの提示
(検査・治療費用など)
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治療するまでの流れ

予防
2 － 3 回 / 年

癌遺伝子検査のメリット
超早期診断

CT/MRI検査、PET検査などの画像診断や内視鏡検査では発見ができにくいごく小さい癌細胞（5mm以下）も、癌
細胞から血液中に遊離される遺伝子（DNA、RNA）等を解析することによって、その存在リスクが評価できます。
これにより超早期診断が可能になります。なお、保険診療で行われている腫瘍マーカー検査は、再発や治療効果の
判定で用いられていることがほとんどで、がんの超早期診断には残念ながらなりません。

予防管理
ごく小さい癌細胞の存在リスク、遺伝子変異による発癌リスクの評価などを継続的に行うことで、個人の体質や生
活に合った予防管理や指導を行うことができます。

再発防止管理
画像診断では追跡が難しいごく小さい癌細胞による癌再発リスクを評価します。癌の再発もしくは改善されている
かなど、それぞれの状態に応じた再発防止指導を行います。

安全性
検査は、約20ml程の血液のみ。他の検査のような放射線被爆や電磁波による影響などはありません。

がん遺伝子治療(税込み)

予防を目的とした治療 180,000円
がんを目的とした治療 がんの種類により変更
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